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2006 年  06 月  01 日  

熊野の旅 河口閉塞に加え潮の逆流 緑橋 1  

 七里御浜に注ぐ川の河口が波によって運ばれた砂利でふさがってしまう河口閉塞

について書きましたが、大きな河口閉塞が起きるのは高波の時です。波が大きい分積

み上げられる砂利も高くなります。さらにこのときは当然のように波によって塩分が

川の上流に遡って来ます。 
 高潮と雨は大体つき物ですが川の増水によって冠水するだけではなく、遡った塩水

に作物が浸けられてしまいます。 
 稲作は水のあるところで行われるとは言え、塩水は大敵です。更に台風シーズンは

実りの季節とも重なります。台風の被害を少しでも減らすように今では稲作がどんど

ん早くなって早場米ばかりになっていますが、それでも台風や低気圧の影響で高い波

が押し寄せることもあります。 
 昔は今に比べずっと遅かったですから日本に来る台風の全ての影響を受けていま

した。この辺りは本州に来る台風の影響を受けないわけには行かない場所です。稲が

実る頃になると台風によって田圃が浸かってしまう災害は大昔、この辺で稲作が始ま

った頃から百姓衆を苦しめてきたものと思われます。 
 熊野新宮間 20Km の間に井戸川、志原川、市木川、尾呂志川の四本しかないので

すがこれは、川が出口を見出せないから四本だけしかないのです。 
これらの川の河口付近は湿地帯になっていました。これは河口閉塞と塩害で田圃に

も出来ない場所が一杯あったのです。無理やり田圃にしたところも高低差がないので

すぐに潮が来ます。 
 どうせ浸かるなら真水の方が被害が少なくてすみます。そこで考え出されたのが防

潮水門です。さらに頑丈な水門の上に道路を通すと言う優れた工法が大正初期に発明

され、これがこの厄介な七里御浜の川に導入されました。高潮に洗われて普通の橋で

は流されることもある御浜街道もこれにより完全なものになります。 

 

 最初に建設されたのは市木川の河口に作られたものです。以前にも書いた『緑橋』

がそれです。頑丈な石積みの水門と道路は今も健在です。国道は昭和 40 年代初めに



新しくされ少し河口よりを走っていますが、水門は今も背後の農地を守っています。 
 竣工は大正 7 年（1917）だと思います。大変な何工事だったようですが百年を迎

えようかと言うのに立派に働いています。もちろん水門などは修復され当初の鉄製で

ないのは当然ですが、他は昔のままです。 
カメラはレチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍ  je2luz | 2006-06-01 06:38  

 

 

 

 

 

2006 年  06 月  02 日  

熊野の旅 河口閉塞に加え潮の逆流 緑橋 2  

 河口が詰まる、更には海水が逆流すると言うこの海岸線一帯の宿命的な災害は今で

もなくなっては居ません。昔に比べれば随分少なくはなっています。 
 全国的に稲作は早く終わるようになっていますが、この高潮などの被害の出るとこ

ろでは否応なしに早くなっています。８月の月遅れのお盆が終わると一斉に稲刈りを

します。この時期になると夏台風から秋台風に変わる頃で何時台風が近づいてもおか

しくないのです。一週間遅いと言うことはそれだけ台風の被害を受ける可能性が上が

るのです。 

 
 稲が水に浸けられて決定的な被害の出るのは、『開花期』と『収穫期』です。 
 『開花期』は強い風が吹くだけでも受粉に失敗して実の入らないもみがたくさん出

来て収穫が減ります。 
 『収穫期』になると、稲穂が重くなって色ので強い風が吹くと稲が倒れてしまい、



稲刈り機（コンバイン）などがつかえなくなります。 
更に台風時には豪雨と高潮が伴い、倒れた稲が水に浸かります。 
普通の場所の水田だとこの状態になっても台風通過と共に水が引き稲穂が水から

離れることが出来るのですが、海岸線の農地では高潮で逆流した海水混じりの水が河

口閉塞で何時まで経っても捌けて行かないのです。 
 収穫期のモミは水に浸けるとすぐに発芽してきます。稲穂についたままで根を出し

に掛かるのです。 
 発芽活動にかかると同時に、実の方は変化してしまい、たとえ無事なような顔をし

ていても、精米する時に砕けてしまい米になりません。 
 こうした災害から少しでも逃れたいとの一心で、大正７年と言う機械の全く無い時

代にこのように石を積み上げて巨大な樋門を完成させたのです。      

 

 一つ一つの石は人力で運べる大きさです。高波が当たっても大丈夫なようにしっか

りと積まれた石積みは百年の歳月に耐えてきています。コンクリートの様に洗い流さ

れることもないのでこれから先の百年も耐え続けると思います。 
カメラは レチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍ  je2luz | 2006-06-02 12:56  

 

 

 

2006 年  06 月  03 日  

熊野の旅 河口閉塞に加え潮の逆流 緑橋 3  

緑橋の水門は大正時代から現在に至るまでこの市木川の河口付近の農地を守り続け

てきました。 
 この水門の開閉には動力は使っていません。動力が自由に使えない時代に考案され

た画期的な方法です。 
 現代の水門のほとんどは動力若しくは人力によって扉を上下に動かすものです。そ

れに比べ。緑橋などの樋門は観音開きになっています。 



 高潮が来て海側の水位が上がればその圧力で扉は閉まってきます。高潮が収まって

川の水の圧力の方が大きくなれば樋門が開いて川の水は海のほうに出て行きます。 
 普段は水位の低い海のほうに扉を押し開いて水は流れています。 

 
 このように水位が低い時でもこの扉を人力で閉めることはほとんど不可能です。し

かし、右側の方から左に水が流れ出せば扉は押されて閉まろうとします。旨く閉まっ

てこなくても、ほんの少し人力を足してやれば閉まってきます。 
 開き加減は上流からの圧力と海からの圧力がつりあうところで決まってきます。実

に省エネですばらしいものです。 
 このような樋門を熊野市内の井戸川に『亀齢橋』（きれいばし）という橋に取り付

けていました。これは石と煉瓦によるきれいな橋でしたが、旧国道の改修でなくなっ

てしまいました。 
 もう一つは次に取り上げる熊野市と御浜町の境にある『志原端』です。 
 熊野灘に注ぐ全ての川に大正時代からこうした水門を作れなければならなかった

と言う事はいかに高潮の塩害に苦しめられてきたかがわかります。 
 気候温暖で水も豊富…なのに戦国武将も欲しがらなかった理由はその辺にあるの

かもしれません。 
カメラは  イコフレックス 2a・テッサー75ｍｍ  
                   by je2luz | 2006-06-03 07:42 

 

 

 

 



2006 年  06 月  04 日  

熊野の旅 河口閉塞に加え潮の逆流 緑橋 4・・無粋  

 まもなく１００年を迎えようと言う『緑橋』は道路としての役割は終わっています

が、塩害対策の樋門としては現役で働いています。そして、橋全体が御浜町の文化財

に指定されています。 
 この文化財も長い年月の間の交通事故からか、その美しい石造りの欄干が欠損した

箇所があります。これは石を丸く削りだした非常に凝ったものだけに補修されていま

せん。と、言うより価値が分からない時代だったのかも分かりません。逆に言えば、

こんな低い欄干が現状のままに残されていることが奇跡かもしれません。欠損箇所は

無粋なガードレールが代行しています。 

 

 



 昔の橋ですから立派な名前を刻んだ柱が四方に立っています。道を挟んで橋の名前

と川の名前が書かれているのは百年前も今も変わりません。 
 この柱のところから、樋門の管理用の石段が付いていますが、危険防止のためなの

か、フェンスが作られています。もう少し、ほんの 30ｃｍほど外に作ればいいもの

を柱に掛かるように設置してあります。文化財なのに・・・無粋なお役所ですね。 

 
 この橋や水門も南海、東南海地震に耐えてきたものです。これからも人間が取り壊

さない限りここに立って働くでしょうが…電動式樋門などに建てかえされない事を

祈ります、 

 
 カメラは  ウエルタ・ウエルチ・I  
            by je2luz | 2006-06-04 13:28  

 

 

 

 

2006 年  06 月  05 日  

熊野の旅 河口閉塞に加え潮の逆流 志原橋 1  

 潮の逆流を防ぐように作られた古い橋の内で、残されたもう一本の橋が、熊野市と

御浜町の境にある『志原橋』です。詳しくは調べていませんが、様式からするとこち

らの方が少しだけ新しいようです。型式は同じものです。 

 
 この橋の熊野市側の入り口に書かれた名札はひらがなで『しはらはし』と書かれて

います。今式に書くと回文になって前から読んでも「しはらはし」、後ろから読んで

も「しはらはし」となります。実際の名札は変体仮名も使ってあり文字では回文にな

らないようになっています。私はこのひらがなの名札を見て『前からも後ろからも同

じだ…』と、気が付いたのです。と、言うのも戦前の横書き文字は紀勢線のタイルで

書かれた駅名同様右から左に書くものが多いですからね。 『どちらだろう？』と、



読んでみるとどちらも同じでした。 
 この橋の高さで海抜9ｍの表示もありました。海岸から結構内側に入っていますが、

たった 9ｍかと一寸驚きました。 
 私の家の前の木本堤防は海抜約 13ｍです。こちらの方が海に近く、背後は住宅地

ですし、志原橋の背後地は沼地と農地ですからこんなものなのでしょうね。 
 この『志原橋』も今は海側に新しい国道４２号線が作られて旧道になっていますが、

『緑橋』とは違い道路は通り抜けできるようになっていて、地元の大型トラックの休

憩所にもなっているようです。 
この橋の架かる『志原川』も河口が閉塞するし、増水時は河口が切れて浅く見えても

足をとられる熊野古道・浜街道の難所でした。ずっと山手に回れば渡れますが、すぐ

上流は広大な沼地です。洪水の時でも安心して渡れる橋は待ち焦がれていたものだと

思います、 
 この橋の御浜町側にはここで行き倒れになった巡礼さんの慰霊碑があります。ここ

は遠いので遭難の話は聞いたことはないのですが、熊野市内の井戸川の河口が今のよ

うな排水用のカルバートになり浜から川が姿を消す前には、河口で足を取られて流さ

れた話は戦後になってもありました。 

 
 渡らなくても済む所でも、近いとなると…見掛けがほんの膝までしか水がないとな

ると… 

 
 人間は自然を甘く見がちです。砂利浜の怖さも知らなさ過ぎます。砂利浜は波や水

の流れがあると足元のしっかりしていたはずのところが削れて行きます。膝までのも

のが膝を越します。膝を越す流れには最早勝てないのです。 
更に、河口の波は複雑で素人さんでは岸に戻れません。まして、服を着たままでは

… 
 これは河口でなくても同じことが起きます。少しでも波のある時はよそから来た人

は絶対に波の来るところに踏み込まないでください。 
時々来る大きな波で流されることもあります。 
助かれば運がよいと言うことです。 
七里御浜は海水浴場ではありません。湘南海岸、須磨の海とは違います。 

 『緑橋』や『志原橋』がなぜ必要だったか… 
 それは、ここが熊野の七里御浜だったと言うことです。 
カメラは  レチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍワイド  
    by je2luz | 2006-06-05 07:28 

 

 
 
 



2006 年  06 月  06 日  

熊野の旅 河口閉塞に加え潮の逆流 志原橋 2  

 『志原橋』の『緑橋』と全く同じ機能の橋ですが、作りは少し変わって橋げた部分

はコンクリートのなっています。欄干なども、総石造りと言った凝ったものにはなっ

ていません。そういう意味では、志原橋は少しランクが低くなります。しかし、守る

面積はこちらの方が広くなります。 
 この河口には真直ぐ山から下りてくる『志原川』と、かなり北から出口を求めてさ

まよった『産田川』（うぶた）が合流して出てきます。もっとも、途中の地形から言

って、産田川がここに合流したのはそう昔のことでは無いようにに思われます。 
 しかし、七里御浜を割って海に注ぐと言うことがいかに難しいことなのかは、産田

川だけではなくほかの川も出口を確保するのに苦労していることで分かります。 
 志原橋も道路のための橋としての役割は終わっています。しかし、この水門はまだ

まだ働かなくてはなりません。この水門が機能しないと一体の水田は水害+塩害で苦

しめられます。 
 その害がひどかった証拠はこの河口のそばの松林の中に『水の神』を祀る『竜宮さ

ん』が祀られている事でしょうね。古代よりずっと地元百姓を苦しめ、それはいまだ

に続いています。  

 
 この橋の樋門では防ぎきれない水害に対する対策として、井戸川河口にあるような、

トンネル式『カルバート』建設の動きは何度もありましたが、工費の関係や漁業権と

の関係で進みませんでした。ここが熊野市と御浜町の行政の境になっていることも話

を複雑にするのです。更に、この川の落差が少ないこともことを複雑にします。カル

バートを作っても水門は不可欠なのですが、そういう大工事の時には事のついでに何

もかも新しくしてしまうことが多いので、この水門橋も壊されてしまうのでしょうね。

今のところは、計画はありませんが… 
カメラは  ウエルタ・ウエルチ 1・テッサー50ｍｍ  
                 by je2luz | 2006-06-06 15:04 

 

 



2006 年  06 月  07 日  

熊野の旅 予告  

 今日は取材のためにお休みします。 
 何処まで行くかは未定ですが、明日からのネタ作りです。 
 お供は久々のニコン F を隊長とするクラシック軍団です。 

   
by je2luz | 2006-06-07 04:57 

 

 

 

 

 

2006 年  06 月  08 日  

熊野の旅 七里御浜の川と漁業  

 海の魚たちは結構川の水が好きなようです。 
 塩辛いからたまには真水を飲みたいと言うわけではないでしょうが、川からの真水

が混じるところにはその栄養分などを基にしてプランクトンが多く発生し、それを食

べる魚が増えるのがそうです。そして、更にその魚を食べる中型魚や大型魚も寄って

くるのだそうです。 
 七里御浜に注ぐ川は井戸川・志原川・市木川・尾呂志川と始点になる熊野川です。 
 熊野川は大河ですから別格ですが、他の川のそれぞれの河口はいい漁場になってい

るようです。 
 よそに行くと川を漁港に使うところもありますが、書いてきましたように七里御浜

に注ぐ川は昔から河口閉塞に悩まされてきました。河口が閉塞するのですから船を川

に入れることが出来ません。かといって、荒波の熊野灘に小さな漁船を浮かべておく

わけにも行きません。漁港のない漁師たちは船を毎度毎度陸揚げしていたのです。 
 漁業の方ではそこそこいい漁場だった七里御浜沿岸も漁民には遠い海でした。 
毎回船を上げ下げするのに人手がかかるコスト高の漁業は成り立ちません。汽車の

各駅停車以上にあった地引などもほとんど消えました。しかし、漁業権はまだ生きて

います。いつでも出られるように老人たちが船を守っています。 



 
 この川を利用して台風時に漁船を退避させる『避難港』を作ろうと検討しましたが、

JRの鉄橋の高さも低いのですが、それ以上に河口の閉塞を防ぐことが不可能であり、

ものすごい突き出し堤防で閉塞を止めれば、それより下流に当たる部分の七里御浜が

消滅するので実現不可能でした。 
 よそではこの形式で漁港を作り、浜の消滅を招いている例もあります。ただし、因

果関係は認められないということになっています。 

 
 次からは紀勢西線の旅に出ます・・・ 
 カメラはエンサイン セルフィックス 820/6*6 で使用  

by je2luz | 2006-06-08 09:02 

 

 

 

 

2006 年  06 月  10 日  

熊野の旅 紀勢西線 沿革 2 国鉄  

 新宮鉄道と言うローカルの私鉄からスタートを切った紀州の鉄道です。こんな田舎

にも将来を見据え難工事であっても鉄道を敷こうという人達が居たのです。 
 今の南紀ですと資本を集めることは不可能に近いでしょうね。材木業界は壊滅状態

にあり、周辺山間部の過疎化の進行などによる新宮の商業の衰退など、昔の『旦那衆』

（だんなし）は最早存在しません。 
『今の金持ち』と『昔の旦那衆』は金のスケールも社会的地位や指導力、人生観な

どかなり違うものでした。 
 昔は金も権力も握る代わり社会的責任も負っていたわけです。町の発展のためにな



ら莫大な拠出金も出したものです。又、出せる人が南紀にも居たのです。ことに新宮

の町の勢いはものすごいものであったようです。 
 新宮鉄道と言うローカル鉄道ではやれることに限界があり、悲願の大阪直結のため

にも鉄道を国有鉄道にしてもらうほか無く、紀勢西線は国鉄になっていったものです。 
 国鉄時代に紀勢西線の新宮ー和歌山間は電化されました。それに引き換え旧紀勢西

線の一部を含む紀勢東線はジーゼルのまま残されてしまいました。ジーゼル列車は電

化区間も走れますが、電車は架線の無い区間に入れません。国鉄分割民営化後は西日

本旅客鉄道と東海旅客鉄道に分かれたこと以上にこの架線の在る無しが列車の乗り

入れには大きなことでしょう。 

 
 この写真は新宮駅構内を熊野市方向にほんの少し外れたところです。 
 紀勢線は新宮の町中を掘割にして貫いて行きます。そして、昔のお城のあった山に

ぶつかるとトンネルになり、トンネルを抜けると県境の熊野川に出ます。 
 左の写真のすぐ先がトンネルです。つまり、JR 東海の線路になって行きます。右

側のすぐ先が新宮駅になります。列車をこちら方向に持ってきて線路を入れ替える時

にはこのあたりまで列車が来ます。そのため、この区間には架線が張られています。

しかし、左側に進んで短いトンネルを抜けた熊野川の鉄橋部分には架線は見えません。

架線の在る無しが線路の分かれ目なのか、県境が分かれ目なのか詳しいことは分かり

ません。もし県境なら、紀勢西線・きのくに線は全線電化ではないことになります。

ほんの数百メートルで列車が使わないにしても本線上ですから… 



 

  この下を線路が通っています。この道は新宮駅から続く商店街で駅前通り・丹鶴

通りであり、この先の中ノ町と一体になって商都新宮のメインストリートでした。し

かし、その言葉も過去形になろうとしています。地元資本による商店街形成は時代に

取り残され、こんな田舎でも郊外型巨大ショッピングセンターの外部資本に食い潰さ

れています。そのことは別の機会にしますが… 

 
カメラは レチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍ  
      by je2luz | 2006-06-10 13:39 

 

 

 

 

2006 年  06 月  11 日  

熊野の旅 紀勢西線 始発・終着・新宮  

 紀勢西線の今の始発駅は新宮です。 
 この新宮は字のごとく新しい宮ですが、熊野三山の一つ『速玉大社』のあるところ

です。速玉大社はすぐそばの『神倉神社』の分かれであるとかは以前に書きました。 
 新宮は熊野三山ひとつがあるから門前町として栄えたのではなく、紀州藩の南の端

を押さえる出城の新宮城の城下町として地域の中心をなしてきたのです。後に紀州藩

から分離して小さな「新宮藩」になったようです。この時の分家に際し、木本の住民

が納得せず、幕府の決定を覆すと言う大事が起きたことも以前に木本神社のところで

書きました。 
 和歌山から 100ｋｍほども離れた熊野の地を収めたのですから、小さな出城とは言

えそれなりのものだったのだと思います。 
 新宮城は『丹鶴城』と呼ばれたようで、城の下の商店街を丹鶴町と呼んでいます。 
 丹鶴城は熊野川河口にぽつんと立っている岩山の上に築かれ川からは全く登るこ

とが不能な天然の要塞なのですが、前にも書きましたように、戦国時代もここを欲し



がって攻める武将も居ませんでしたからこの利点が生きることも無かったのでしょ

うね。 

 

 この坂道の上がお城だったところで、かつては新宮で一二を争う『二の丸』と言う

旅館があったものです。その頃の呼び物は下の写真の細い階段部分に『ケーブルカー』

が設置されていたことです。単線の短いものですが、まだまだ観光地にケーブルカー

など無い時代に作り、随分客を集めたようです。 

 



 ここにケーブルカーがあったことも、もう覚えている人は少なくなったのでしょう

ね。 
 このように、昔からこの新宮と言う町は景気の良い町だったようです。当然のよう

に芸者衆もたくさん居て、遊郭も軒を連ねていたそうです。城下町から商業都市へ、

そして豊富な材木を背景に進出した『本州製紙』『巴川製紙』『紀州製紙』の三つの紙

産業と教科書にまで載っていた材木の集積地と言う産業都市も兼ねた時期もあった

のです。今では紀州製紙がかろうじて操業していますが、他の産業は火が消えたよう

なものです。それと共に商店街も随分勢いがなくなりました。 
 そうは言っても、新宮はやはり南紀の中心です。熊野三山のうち『速玉大社』と『本

宮大社』はここ新宮駅を基点とします。しかし、この中核の新宮市でさえ人口の減少

が始まっています。もはや、山間部から流入するより自然減の方が大きくなってきて

いるのかもしれません。 

  
カメラはレチナ 2ｃ+カータークセノン 35ｍｍ  
        by je2luz | 2006-06-11 05:47  

 

 

 

 

2006 年  06 月  12 日  

熊野の旅 紀勢西線 新宮駅より  

さて、本筋の紀勢西線の話題に戻ります。 
 新宮駅は西日本旅客鉄道の端っこですが、紀勢西線の南の端ではありません。紀伊

半島をぐるっと首輪のように取り巻く紀勢本線の半分ですが、南の端は『串本駅』に

なります。 
 新宮駅は南紀の中核になる駅です。国道 42 号線で東は熊野市方面へ西は勝浦方面

まで、そして、国道 168 号線で本宮大社へとどちらに走っても 30 分から小一時間で

着くと言う便利なところです。 
中核駅で特急列車は大阪方面の『くろしお』の始発駅。名古屋方面からの『南紀』

の停車駅です。大きな駅ですから駅前にはタクシーと並んで『駅レンタカー』が待っ

ています。 
 この駅レンタカーは駅の駐車場で一番良いところで停まっていますが、これがかわ

いい二人乗りのクーペ、『コペン』です。 
大人数用のものもあるのかもしれませんが、カップルで来られたらこのかわいい車

で熊野三山を巡るのも良いかもしれません。 



 

 

 駅の中は先日の外観写真のようにガラス張りの建物なので非常に明るく出来てい

ます。ことに朝早くは太陽が差し込んでホールはすごく明るいです。国鉄民営化の頃

からほとんどの駅が無人化していますからきちんとして駅はこの沿線では少なくな

っています。 

 
  列車の数はＪＲ西日本、ＪＲ東海の二社のものが全て発着しますから結構多いの

ですが、ホームの数三本でこなせる程度なのです。 
 この駅の構造は私の記憶に在る 1960 年当時とも全く代わりません。 
 改札を入ってすぐのホームと地下道を通って向こうっ側の上り方面ホームが大き

くずれた不思議な作りです。駅構内が狭くてこうなったのではなく。入れ替え線を一

杯必要としたのに上り方向が前の写真のようにすぐに掘割になってポイントが作れ

ないのでずれたようです。駅舎は当時としては大事な貨物の関係で寄せることも出来

なかったでしょうし…今は本州製紙や製材所用の引込み線も無く、駅の貨物ヤードは

駐車場になっています。 



 駅周辺の線路などは後日機会があれば撮影してきます。 
 これから先は各駅停車で串本に向かいます。 
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